
令和７年度

徳島県小学校教育課程研究集会

ー 体 育 ー



内容

1 部会Ⅰ（説明等）
・令和７年度小学校各教科等担当指導主事連絡・研究協議会の内容伝達

2 部会Ⅱ（協議・説明等）
【協議】 ・事前課題で作成した「指導と評価の計画」をもとに

【説明】 ・評価について
・低学年の授業づくりについて



初等中等教育における教育課程の基準の在り方について（諮問のポイント：詳細版）

現行の学習指導要領が目指していること



初等中等教育における教育課程の基準等の在り方について（諮問）

初等中等教育における教育課程の基準の在り方について（諮問）概要



顕在化している課題

① 学ぶ意義を見いだせず、主体的に学びに向かうことが
できていない子供が多くなっている

② 現行学習指導要領の理念や趣旨の浸透は道半ば

③ GIGAスクール構想による1人1台端末やクラウド環境等の
デジタル学習基盤の効果的な活用は緒に就いたばかり



顕在化している課題等から、体育科（運動領域）の授業づくりを改めて問い直す

系統性を踏まえた指導 主体的に学習に取り組む態度の評価

深い学びを実現する効果的なICTの活用



系統性を踏まえた指導

次の年次・それ以降中３年生・入学年次中１・２年生小５・６年生小３・４年生小１・２年生

体つくり運動体つくり運動体つくり運動体つくり運動体つくり運動体つくりの運動遊び

器械運動器械運動器械運動器械運動器械運動器械・器具を
使っての運動遊び

陸上競技陸上競技陸上競技陸上運動走・跳の運動走・跳の運動遊び

水泳水泳水泳水泳運動水泳運動水遊び

ダンスダンスダンス表現運動表現運動表現リズム遊び

球技球技球技ボール運動ゲームゲーム

武道武道武道

体 育 理 論 体 育 理 論

保 健 保 健保健保健

小学校から高等学校までの12年間の系統性、
発達の段階を踏まえて、４年ごとのまとまりで指導内容を体系化

各種の運動の基礎を培う時期 卒業後も運動やスポーツに多様な形で
関わることができるようにする時期

多くの領域の学習を経験する時期

は選択



・運動が苦手な児童が、どうしたら進んで学習
するようになるのだろう？

・進んで学習する子供の具体の姿について
悩むことがある。

・主体的な学びに向かうことができる
ようにするための体育科の授業づくりの
ポイントは何だろう？

系統性を踏まえた指導

令和6年度 全国体力・運動能力、運動習慣等調査 報告書 p.66

体育科改訂の要点（抜粋）

主体的・対話的で深い学びの実現に向け
た授業改善を推進する観点から、発達の段
階のまとまりを考慮し、各領域で育成するこ
とを目指す具体的な内容の系統性を踏ま
えた指導内容の一層の充実を図ること。

小学校学習指導要領（平成29年告示）解説体育編p.8



系統性を踏まえた指導

令和7年度 小学校各教科等担当指導主事連絡・研究協議会



系統性を踏まえた指導

第５年生及び第６学年第３年生及び第４学年第１年生及び第２学年

次の運動の楽しさや喜びを味わい、その行
い方を理解するとともに、その技能を身に
付けること。

走り高跳びでは、リズミカルな助走から踏み
切って跳ぶこと。

次の運動の楽しさや喜びに触れ、その行い
方を知るとともに、その動きを身に付ける
こと。

高跳びでは、短い助走から踏み切って跳ぶこと。

次の運動遊びの楽しさに触れ、その行い方
を知るとともに、その動きを身に付けるこ
と。

跳の運動遊びでは、前方や上方に跳んだり、
連続して跳んだりすること。

第５年生及び第６学年第３年生及び第４学年第１年生及び第２学年

自己の能力に適した課題の解決の仕方、競
争や記録への挑戦の仕方を工夫するととも
に、
自己や仲間の考えたことを他者に伝えること。

自己の能力に適した課題を見付け、
動きを見に付けるための活動や競争の仕方
を工夫するとともに、
考えたことを友達に伝えること。

走ったり跳んだりする簡単な遊び方を工夫
するとともに、
考えたことを友達に伝えること。

第５年生及び第６学年第３年生及び第４学年第１年生及び第２学年

運動に積極的に取り組み、
約束を守り助け合って運動をしたり、
勝敗を受け入れたり、
仲間の考えや取組を認めたり、
場や用具の安全に気を配ったりすること。

運動に進んで取り組み、
きまりを守り誰とでも仲よく運動をしたり、
勝敗を受け入れたり、
友達の考えを認めたり、
場や用具の安全に気を付けたりすること。

運動遊びに進んで取り組み、
順番やきまりを守り誰とでも仲よく運動をしたり、
勝敗を受け入れたり、

場の安全に気を付けたりすること。

知識及び技能

思考力、判断力、表現力等

学びに向かう力、人間性等

「跳の運動遊び」「高跳び」「走り高跳び」 三つの柱をバランスよく育む



系統性を踏まえた指導

令和7年度 小学校各教科等担当指導主事連絡・研究協議会

知識及び技能 に目を向けてみると…



系統性を踏まえた指導

第５年生及び第６学年第３年生及び第４学年第１年生及び第２学年

リズミカルな助走から踏み切って
跳ぶこと

短い助走から踏み切って跳ぶこと前方や上方に跳んだり、連続して跳
んだりすること

教科の目標（抜粋）

体育や保健の見方・考え方を働かせ、課題を見付け、その解決に向けた学習過程を通して、心と体を一体として
捉え、生涯にわたって心身の健康を保持増進し豊かなスポーツライフを実現するための資質･能力を次のとおり育
成することを目指す。
(1)   その特性に応じた各種の運動の行い方及び身近な生活における健康・安全について理解するとと

もに、基本的な動きや技能を身に付けるようにする。

特性に応じた課題やその解決方法に関する知識及び技能を、状況に応じて既存
の知識と関連付けることで、様々な場面で活用できる概念としていくことや、習熟
した技能として身に付けることが必要であることを示している。

小学校学習指導要領（平成29年告示）解説 体育編 ｐ.21



系統性を踏まえた指導

走り幅跳び
リズミカルな助走から踏み切って跳ぶこと

走り高跳び
リズミカルな助走から踏み切って跳ぶこと

第5学年及び
第6学年

幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について（答申）平成28年12月21日 中央教育審議会（p.29）

技能についても同様に、一定の手順や段階を追って身に付く個別の技
能のみならず、獲得した個別の技能が自分の経験や他の技能と関連付け
られ、変化する状況や課題に応じて主体的に活用できる技能として習熟・
熟達していくということが重要である。

例えば、走り幅跳びにおける走る・跳ぶ・着地するなど種目特有の基本
的な技能は、それらを段階的に習得してつなげるようにするのみならず、類
似の動きへの変換や他種目の動きにつなげることができるような気付きを
促すことにより、生涯にわたる豊かなスポーツライフの中で主体的に活用
できる習熟した技能として習得されることになる。



系統性を踏まえた指導

学びに向かう力、人間性等 に目を向けてみると・・・

第５年生及び第６学年第３年生及び第４学年第１年生及び第２学年

運動に積極的に取り組み、
約束を守り助け合って運動をしたり、
勝敗を受け入れたり、
仲間の考えや取組を認めたり、
場や用具の安全に気を配ったりすること。

運動に進んで取り組み、
きまりを守り誰とでも仲よく運動をしたり、
勝敗を受け入れたり、
友達の考えを認めたり、
場や用具の安全に気を付けたりすること。

運動遊びに進んで取り組み、
順番やきまりを守り誰とでも仲よく運動をしたり、
勝敗を受け入れたり、

場の安全に気を付けたりすること。

目標〔第5学年及び第6学年〕

(3) は、「学びに向かう力、人間性等」に関する目標であり、運動やスポーツ
の価値である、公正、協力、 責任、参画、共生、健康・安全等に関する態度及び
意欲的に運動をする態度を養うことを意図している。

小学校学習指導要領（平成29年告示）解説 体育編 ｐ.115



系統性を踏まえた指導

学びに向かう力、人間性等を 涵養すること

小学校学習指導要領（平成29年告示） ｐ.1８



各教科における評価の基本構造

「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料（小学校編体育）p.8



評価の対象に特性があることに留意

各教科等によって、評価の対象に特性があることに留
意する必要がある。例えば、体育・ 保健体育科の運動
に関する領域においては、公正や協力などを、育成す
る「態度」として学習指導要領に位置付けており、各教
科等の目標や内容に対応した学習評価が行われるこ
ととされている。

「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料（小学校編体育）p.11



主体的に学習に取り組む態度の評価

第5学年及び第6学年 ボール運動

（3）学びに向かう力、人間性等

(3) 運動に積極的に取り組み、ルールを守り助け合っ
て運動をしたり、 勝敗を受け入れたり、仲間の考えや
取組を認めたり、場や用具の安全に気を配ったりす
ること。

小学校学習指導要領（平成29年告示）解説 体育編 ｐ.144



主体的に学習に取り組む態度の評価

① 知識及び技能を獲得したり、思考力、判断力、表現力
等を身に付けたりすることに向けた粘り強い取組を
行おうとしている側面と、

② ①の粘り強い取組を行う中で、自らの学習を調整し
ようとする側面、

という二つの側面を評価することが求められる。

体育科（運動領域）では、
「学びに向かう力、人間性等（公正、協力、責任、参画、共
生、健康・安全）を涵養したり」が入る。

「児童生徒の学習評価の在り方について（報告）」中央教育審議会 初等中等教育分科会（H31.1.21）



主体的に学習に取り組む態度の評価

令和7年度 小学校各教科等担当指導主事連絡・研究協議会



・ICTを使うことで、活動そのものの低下を招かな
いだろうか？

・「とにかく使う」という段階から、ICTを活用した
「深い学び」を実現するにはどのような活用の仕
方があるのだろうか？

デジタル学習基盤の効果的な活用

令和6年度 全国体力・運動能力、運動習慣等調査 報告書 p.67

小学校学習指導要領（平成29年告示）解説 体育編
(3) 第２の内容の指導に当たっては、コンピュータや情報通信ネッ
トワークなどの情報手段を積極的に活用し、各領域の特質に応じた
学習活動を行うことができるように工夫すること。その際、情報機
器の基本的な操作についても、内容に応じて取り扱うこと（p167）

高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説保健体育編体育編
保健体育科においても、各分野の特質を踏まえ、情報モラル等に

も配慮した上で、必要に応じて、コンピュータや情報通信ネット
ワークなどを適切に活用し、学習の効果を高めるよう配慮すること
を示している。
例えば、科目体育においては、学習に必要な情報の収集やデータ

の管理・分析、課題の発見や解決方法の選択などにおけるICT の活
用が考えられる。また、科目保健においては、健康情報の収集、健
康課題の発見や解決方法の選択における情報通信ネットワーク等の
活用などが考えられる。
なお、運動の実践では、補助的手段として活用するとともに、効

果的なソフトやプログラムの活用を図るなど、活動そのものの低下
を招かないよう留意することが大切である。（p226）



デジタル学習基盤の効果的な活用

令和7年度 小学校各教科等担当指導主事連絡・研究協議会



デジタル学習基盤の効果的な活用

学習指導要領との関連

小学校学習指導要領（平成29年告示）解説 体育編
第2章 第2節の〔第5学年及び第6学年〕のC 陸上運動

（2）思考力、判断力、表現力等

○ ICT 機器を活用して自己の課題を見付ける例
・ 自己や仲間の走りや跳び方の様子をタブレットやデジタルカメラ
などのICT機器を活用して確認し、動きのポイントと照らし合わせて
自己やグ ループの課題を見付け、自己に適した練習方法を選ぶこ
と。

小学校学習指導要領（平成29年告示）解説 体育編 ｐ.1３３



デジタル学習基盤の効果的な活用

令和7年度 小学校各教科等担当指導主事連絡・研究協議会



デジタル学習基盤の効果的な活用

学習指導要領との関連

小学校学習指導要領（平成29年告示）解説 体育編
第３章 指導計画の作成と内容の取扱い
１ 指導計画の作成

⑴ 単元など内容や時間のまとまりを見通して、その中で育む資質・能
力の育成に向けて、児童の主体的・対話的で深い学びの実現を図る
ようにすること。その際、体育や保健の見方・考え方を働かせ、運動や
健康につい ての自己の課題を見付け、その解決のための活動を選
んだり工夫したりする活動の充実を図ること。

小学校学習指導要領（平成29年告示）解説 体育編 ｐ.1６１



顕在化している課題：学習指導要領の理念や趣旨の浸透が道半ば

初等中等教育における教育課程の基準の在り方について
（諮問のポイント：詳細版）より抜粋



・教科書を読んで、大事なところを丁寧に
確認しているから、知識はしっかりと理解
できているはず。

・教科書の内容がたくさんあるので、どう
しても時間が足りなくなってしまう。

・児童が既に生活経験を通して知って
いることを取り扱うことが多いから、
授業が盛り上がらない。

・例えば「心の健康」の学習では、「今
は不安や悩みはない」という児童が
少なからずいるので、なかなか現実
の生活や行動と関連付かない。

顕在化している課題等から、体育科（保健領域）の授業づくりを改めて問い直す

保健領域で特に着目すべき「顕在化している課題」



「体育科の改訂要点」から授業改善について問い直す

これらの資質・能力を育成するためには、（略）児童が身近な生活における健康・安全に関心をも
ち、自ら考えたり、判断したりしながら、健康に関する課題を解決するなどの学習が重要である。こ
のことにより、現在及び将来の生活において、健康に関する課題に対応して、保健の知識及び技
能等を活用して、 自己の健康を保持増進するために的確に思考し判断するとともに、それらを表
現することができるような資質・能力を育成することを目指している。そのため、健康に関する課題
を解決するなどの学習を取り入れ、知識を身に付ける指導に偏ることなく、資質・能力の三つの
柱をバランスよく育むことができる学習過程を工夫し、充実を図ることが大切である。

小学校学習指導要領（平成29年告示）解説 体育編 ｐ.19、20

保健領域においては、生涯にわたって健康を保持増進する資質・能力を育成することができるよ
う、「知識及び技能」、「思考力、判断力、表現力等」、「学びに向かう力、人間性等」に対応した目
標、内容に改善すること。

体育科改訂の要点

小学校学習指導要領（平成29年告示）解説 体育編 ｐ.８



「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善について問い直す

令和7年度 小学校各教科等担当指導主事連絡・研究協議会



「概念」としての知識の習得や深い意味理解

令和7年度 小学校各教科等担当指導主事連絡・研究協議会



「健康についての自己の課題を見付ける」学習の過程は位置付いているか?

令和7年度 小学校各教科等担当指導主事連絡・研究協議会



「健康についての自己の課題を見付ける」学習の過程は位置付いているか?

児童が、課題を見付ける「学習過程」が存在しているか

そのために

教師は、「手立て」を講じているか

単元など内容や時間のまとまりを見通して、その中で育む資質・能力の育成に向けて、
児童の主体的・対話的で深い学びの実現を図るようにすること。その際、体育や保健
の見方・考え方を働かせ、運動や健康についての自己の課題を見付け、その解決の
ための活動を選んだり工夫したり する活動の充実を図ること。また、運動の楽しさや喜
びを味わったり、健康の大切さを実感したりすることができるよう留意すること。

指 導 計 画 の 作 成

小学校学習指導要領（平成29年告示）解説 体育編 ｐ.1６１


